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なった（柏木 [1990:302 & 307]）。その華厳哲学































の立場から批判的に摂取した（鎌田 [1965:513 & 
525f . ]）。「事理無礙」は「真如随縁」と同種の発
想と見てよい（鎌田 [1988:186f. & 189]）。また「事」
（境）の「理」が心と規定されたことから「事理






































し て い た 善 悪 の 対 立 を 廃 棄 す る（ 田 村 


































































































る（袴谷 [1991a:227-235]; 松本 [1990:229-334]）。
さらに，太子撰とされる「憲法十七条」の「和」
の思想には，新羅の華厳僧元暁（617-686）の「和
靜 思 想 」 の 影 響 が 指 摘 さ れ て い る（ 袴 谷 
[1990:286][1992:130f . ] [1998:171f . ]）。元暁には『起
信論』の解釈書である『大乗起信論別記』と『大











階層のありようから , その制作年代を , 律令体制
の 成 立 す る「 天 武・ 持 統 期 」と 説 く（ 田 村 










































村 [1973b:42f . ] ; 田村 [1986:224-226] ; 本郷 [1999] ; 












































































の強い密教から区別される（松長 [1991:41f . ] ; 立
「本覚思想」および「如来蔵思想」の史的展開 313













































































































































































































示する語である（竹村 [2009a:99f . ]）。ゆえに「本覚」
は衆生に内在する覚りの可能性を意味する。また『起













































象形態）」を意味するならば , 件の「真如随縁」は「A → A
∪ B」（ただし ,A ∩ B ＝ φ）と表記するのが穏当で
あろう。ゆえに , 顕現態は A と B とから構成される。
そのさい , 顕現態の A と B とを不二と見ることがで
きる。また , 本体の A と顕現態の A とを異なる名称





ある。前者に関しては，竹村 （2009b:77-94, esp. 81），
高 崎 （1982b:3），吉 津 （1990:384-387）お よ び 鎌 田 
（[1965:147] [1988:150-170]）を参照のこと。『大乗起信




































































ロ ギ ー 的 部 分 の 多 く に 」 関 係 し て い た（ 大 山 
[2005:94]）と見ている。また『金光明最勝王経』を日
本に伝えたこともあり，国分寺の建立にも関与したと
されている。詳細は大山 （2005:94-118, 200-202 & 218-
220）を参照のこと。





















































































蔵＝本覚思想」への異議申立と見る（袴谷 [1992:27 & 
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